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十
二
月
十
三
日
の
厚
生
委
員
会
で
の
審
査

を
経
て
、
同
月
十
五
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

「
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
」
が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
正
は
、
第
一
期
武
蔵
野
市
国
民

健
康
保
険
財
政
健
全
化
計
画
（
令
和
三
年
度

改
定
版
）
に
基
づ
き
、
令
和
六
年
度
以
後
の

国
民
健
康
保
険
税
率
等
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
全
世
代
対
応
型
の
持
続
可
能
な

社
会
保
障
制
度
を
構
築
す
る
た
め
の
健
康
保

険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
等
の
施
行

に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令
の

施
行
に
よ
る
地
方
税
法
施
行
令
の
改
正
に
伴

い
、
産
前
産
後
の
保
険
税
の
免
除
制
度
を
制

定
す
る
ほ
か
、
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
等
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
改
正
に
伴
う
所
要

の
改
正
等
を
行
う
も
の
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、被
保
険
者
の
所
得
割
率
、均

　
第
四
回
定
例
会
は
十
二
月
五
日
か
ら
同
月
十
五
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
議
会
で
は
十
五
人
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
武
蔵
野
市
国
民
健
康
保

険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど
二
十
一
件
の
市
長
提
出
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
四
回
　
市
議
会
定
例
会

等
割
額
お
よ
び
課
税
限
度
額
が
そ
れ
ぞ
れ

引
き
上
げ
ら
れ
る
ほ
か
、
令
和
五
年
十
一

月
一
日
以
後
に
出
産
予
定
の
被
保
険
者
の

産
前
産
後
期
間
に
係
る
保
険
税
の
所
得
割

額
お
よ
び
均
等
割
額
に
つ
い
て
、
出
産
予

定
日
の
前
月
か
ら
四
か
月
間
（
多
胎
妊
娠

の
場
合
は
三
か
月
前
か
ら
六
か
月
間
）
分

を
年
額
か
ら
減
額
す
る
制
度
が
創
設
さ
れ

ま
す
。ま
た
、特
例
対
象
被
保
険
者
等
に
係

る
申
告
書
の
証
明
書
類
と
し
て
、
雇
用
保

険
受
給
資
格
通
知
を
追
加
す
る
等
、
規
定

の
適
正
化
に
伴
う
改
正
が
行
わ
れ
ま
す
。

非
常
用
浄
水
器
の
買
入
れ
に 

つ
い
て
を
可
決

　

十
二
月
十
一
日
の
総
務
委
員
会
で
の
審

査
を
経
て
、
同
月
十
五
日
の
本
会
議
に
お

い
て
、「
非
常
用
浄
水
器
の
買
入
れ
に
つ

い
て
」が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
議
案
は
、買
入
れ
予
定
価
格
が
二
千
万 

円
以
上
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
議
会
の
議

決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
ま

た
は
処
分
に
関
す
る
条
例
第
三
条
の
規
定

に
基
づ
き
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

内
容
は
、市
立
小
・
中
学
校
に
設
置
し
て

い
る
学
校
避
難
所
井
戸
十
八
か
所
に
非
常

用
浄
水
器
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。
非
常

用
浄
水
器
の
設
置
に
よ
り
、
初
動
要
員
の

作
業
負
担
軽
減
や
安
全
性
の
向
上
が
図
ら

れ
る
と
と
も
に
、
水
道
法
に
定
め
る
水
質

基
準
へ
の
適
合
や
、
有
機
フ
ッ
素
化
合
物

の
除
去
も
可
能
と
な
り
、安
全
・
安
心
な
水

を
避
難
者
へ
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
も
の
で
す
。
価
格
は
千
八
百
五
十
七
万 

二
千
四
百
円
で
す
。

●一般質問 �  ２－３面

●議案等審議結果一覧 �  ４面

●陳情審議結果 �  ４面

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
を
可
決

　

令
和
五
年
十
二
月
二
十
四
日
に
市
長

選
挙
と
同
時
に
行
わ
れ
た
市
議
会
議
員

補
欠
選
挙
に
お
い
て
、
菅 

源
太
郎
氏
、

山
崎
た
か
し
氏
が
当
選
し
ま
し
た
。
詳

細
に
つ
い
て
は
三
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
結
果

１面写真募集要領〈次回の締め切り　令和６年４月１５日〉

●内　　容：�武蔵野市内（市域が一部含まれる公園、施設等を含む。）で応募者
自身が撮影した、未発表※のオリジナル作品（カラー）に限ります
（人物が写っている場合は、必ずご本人の了承を得てください。）。�
※インターネット、ＳＮＳ等で掲載したものや、個展や写真の掲載が
主目的な催しは発表とする。ただし、地域行事への協力展示（例えば、
コミセンや学校での展示など）は未発表とする。

●規　　格：�①紙焼きの場合　　・サイズ　２Ｌ判～Ａ４� �
②デジタルデータの場合� �
・ファイル形式　ＪＰＥＧ形式� �
・画像サイズ　１６００×１２００ピクセル以上� �
・ファイルサイズ　２ＭＢ程度まで

●審　　査：議会広報委員会が審査します。

●発　　表：�採用された作品は、令和６年５月１５日発行の市議会だよりに掲載す
る予定です。ただし、紙面構成の都合上、掲載しない場合があります
のであらかじめご了承ください。

●著 作 権：�作品の著作権は撮影者本人に帰属します。ただし、次号の市議会だよ
り発行までは、他媒体での発表等をご遠慮いただくことを、作品採用
の条件といたします。

●期　　限：令和６年４月１５日（月曜日）当日消印有効

●応募方法：�撮影者の住所・氏名（ふりがな）・電話番号・撮影年月日・撮影場所・
作品名・作品に関するコメント (１００字程度 ) を明記のうえ、下記宛
先までご応募ください（本名以外での掲載を希望する場合、上記に加
え、ペンネーム（ふりがな）を明記してください。）。� �
作品は返却いたしません。なお、今回採用されなかった場合は、次号
以降の市議会だよりの１面写真に使用させていただく場合がありま
す。

●宛　　先：�〒１８０―８７７７武蔵野市緑町２―２―２８ � �
武蔵野市議会事務局市議会だより担当� �
デジタルデータの場合はメールで � �
ｏｆｃ－ｇｉｋａｉ＠ｃｉｔｙ．ｍｕｓａｓｈｉｎｏ．ｌｇ．ｊｐ　まで� �
（上記以外のメールアドレスや各種メディア等での送付はご遠慮くだ
さい。）

「七福神めぐり　結願」
撮影：飯塚　啓（武蔵野市）
場所：延命寺（2024年１月５日）
今年は武蔵野吉祥七福神めぐりに初めて参加しました。七福神めぐり自体はもちろんのこと、貸し切りバスに同乗されて
いたスタッフの皆様の息子へのお気遣いもすばらしく、楽しく過ごすことができました。今年も良い一年でありますように。
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　第４回定例会では12月５日、６日、７日に15名の議員から一般質問が行われました。各議員の主な質問と答弁を要約して掲載します。
　詳しくは、２月中旬発行予定の会議録（設置場所：各市立図書館、各コミュニティセンター、市役所７階市政資料コーナー）、または武蔵野市議会ホーム
ページの会議録検索（第４回定例会分は２月15日登録予定）、インターネット議会中継でご覧いただけます。

※�一般質問とは、議員が市政全般にわたり、市長をはじめとする執行機関に対し、事務の状況や将来に対する方針等について、質問をしたり、説明や報告を
求めたりすることをいいます。

　山本ひとみ　議員
消費税インボイス制度の影響を受ける企

業は多いと考えるが、市内の登録企業数は。
市では、登録企業数を把握できない。
初期費用不要のゼロゼロ物件をキャッチ

コピーにした生活保護利用者への貧困ビジ
ネスが問題になっているが、市の対応は。
東京都の定める基準を逸脱している施設

は案内しないようにしている。
2023年12月に撤去される三鷹市のこ線橋

の思い出を生かすため、一部の買い取り、
ホームページでの動画配信、写真や動画の
展示、ミニチュアの作成などはできないか。
ふるさと歴史館で写真展を行っており、

今後も企画展などの機会を作っていきたい。

物価高の中で市民を直撃する
消費税インボイス制度を問う

三島杉子　議員
教員の持ち授業時間数を減らすことで、

子どもと向き合う時間を確保し、質の高い
教育を実現するため、継続的に子どもたち
に関わる人の配置、拡充を求めるが見解は。
授業を単独で行う市講師については、教

員との打ち合わせ時間の十分な確保なども
視野に、さらなる配置拡充を進めたい。

児童生徒を取り巻く課題の多様化・複雑
化により、スクールソーシャルワーカーが
果たす役割は大きい。教員との連携や、子
どもの様子を観察する時間の確保等、相談
体制の強化のために増員を求めるが見解は。
人的拡充も含め、専門性がより発揮でき

る体制を考える重要性を認識している。

質の高い教育、子どもへの相
談支援充実に向け人材拡充を

浜田けい子　議員
長期欠席・ 不登校の児童生徒に関し①

オンラインを活用した学びの場の提供への
見解は②保護者への支援の現状と課題は③
柔軟な学級替えや転校等についての見解は。
①全児童生徒に１人１台学習者用コン�

ピューターを配付し、状況に応じオンライ
ン授業を行っている。都のＶＬＰ※活用は研
究中だ②保護者の集いを開催している。長
期の相談支援が必要な場合があるほか、保
護者同士の交流が軌道に乗るよう伴走型支
援が必要だ③状況を見極める中で就学先の
変更が唯一の対応なら変更も可能と考える。
　このほか、男性のＨＰＶワクチン接種等
についての質問がありました。
※�バーチャル・ラーニング・プラットフォーム：オン
ライン上の仮想空間を活用した居場所や学びの場

不登校児童生徒へ多様な学び
の提供と保護者への支援を

深田貴美子　議員
前市長の突然の辞任で投票日が年末と 

なった。総務省自治行政局選挙部によれば
次回選挙は任期満了の12月23日から起算し
30日前の11月末から設定可能だが認識は。
任期満了の30日前である11月23日から満

了前日の12月22日までに実施される。
吉祥寺本町１丁目駐輪場市有地売却問題

について①前市長に判決結果が及ぶのか②
普通財産売払い事務取扱要綱の運用に関し、
入札を原則とし透明性の向上が課題では。
①原告は損害賠償金請求の相手方を個人

としての当時の市長としたため、相手方は
今後も変わらない②今回の運用は原則とは
異なるが、今後に向け検討は必要と考える。

突然の首長辞任による市政へ
の影響と今後の課題を問う

　藪原太郎　議員
令和５年９月に練馬区立中学校長が児童

ポルノ禁止法違反容疑で逮捕された。同様
の事件が起きないために必要なことは。
防犯カメラ設置や相談体制整備などハー

ド、ソフトの両面で対策している。さらに、
事件を起こした後、自身や学校に何が起こ
るか具体的に伝える等の対策も考えられる。

展示しているミニチュアデザインマン 
ホールをふるさと納税の返礼品にしては。
返礼品にするには別途版権使用料が必要

になるが、検討は進めていきたい。
就職氷河期世代の採用を検討すると人材

育成基本方針に記載があるが対応を伺う。
採用方法などを含め検討していきたい。

市立小・中学校の児童生徒の 
安全のために取り組みを 

さこうもみ　議員
日本語を母語としない方への災害発生時

の支援について、具体的な取り組みを伺う。
市ホームページの多言語による情報提供、

東京都外国人災害時情報センターや国際交
流協会と連携し相談窓口の開設等を行う。

多文化共生社会では避難所運営上の負担
を軽減する点からも、やさしい日本語や多
言語での説明表記が重要だが、運営に必要
な案内に関し、現状と今後の対応を伺う。
備蓄の携帯トイレには多言語表記で写真

付きの説明書を備えている。平成30年に避
難所運営の手引きを作成したが、やさしい
日本語に関しては庁内で協議し、令和６年
度の総合防災訓練で一定の成果を示したい。

多言語や多文化に対応した
災害発生時支援の拡充を

大野あつ子　議員
住民投票制度の検討において、市民の平

穏な生活を第一に守りながら、さらなる住
民参加を進める手法を広く考えるべきでは。
有識者懇談会の議論を参考に、市民との

熟議・熟慮を重ねて慎重に検討を進める。
保健センター増築および複合施設整備は

所管の委員会への報告のみで計画が進んで
いるが、本件を含む分野横断的検討プロ 
ジェクトは長期計画条例第３条の「大きな
変化」に該当し、長期計画で議論が必要では。
第３条の規定は自治法改正など市政を巡

る情勢の変化が該当し、本件が該当すると
は考えていない。長期計画では各個別計画
との整合性を図り、追認する例もある。

住民投票制度は市民の安心を
確保し一層の市民自治推進を

道場ひでのり　議員
住民投票条例について、新市長の政策方

針がどのように関与していくのか伺う。
重大な案件であるため、新市長の意向を
確認し、第六期長期計画・調整計画との整
合性も踏まえて考えていくことになる。

市立中学校生徒数は減少傾向にあり、授
業や部活動など学校生活の質は、生徒数に
影響されると考えるが、子どもを行かせた
くなるような学校づくりの観点から、学校
生活の質をどのように担保するのか伺う。
学校生活の質は、学校の生徒数によって、

プラスにもマイナスにも作用する。学校改
築の課題について、そういった多様な観点
から十分に議論をするべきと考える。

「住民投票条例」
「市立中学校」の今後を問う 

川名ゆうじ　議員
各自治体で中学生の放課後の居場所とし

て「放課後カフェ」が広がっている。本市
は小学生にはあそべえ事業を行っているが、
中学生にも同様の居場所事業が必要では。
中高生世代の居場所の不足は認識してお

り、既存施設の活用も含め検討したい。
公共施設や財政援助出資団体の施設での 

ＰＦＡＳ※を含む消火剤の使用状況を伺う。
使用している場合、早急に交換すべきでは。
市民文化会館、武蔵野プレイスおよび特

別養護老人ホームゆとりえの地下駐車場で
使用されている。現在の規定では使用が認
められているが、社会問題化されているこ
ともあり国の動向等を注視して対応したい。
※有機フッ素化合物の総称

中学生が隙間時間を過ごせる
放課後居場所事業の検討を

一一一 般般般 質質質 問問問
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武蔵野市議会ホームページ

武蔵野市議会 検 索

会議のライブ中継や録画配信、議員の紹介や
議案の審議結果等の情報を掲載しています。

▶インターネット議会中継
本会議・各常任委員会・特別委員会の模様を市議会ホームページで
生中継しています（生中継の日程は「会議の日程」のページをご覧く
ださい。）。
速報版は、生中継を行った当日中または翌日中（土曜日・日曜日・休
日を除く。）にご覧いただけます。
録画中継は、生中継終了後３日程度（土曜日・日曜日・休日を除く。）
で、ご覧いただけます。
▶会議録検索システム
平成２年８月以降の本会議、常任・特別委員会など、各種の会議録が
閲覧・検索できます。会議終了後約２か月程度でデータをアップし
ます。

https://www.city.musashino.lg.jp/shigikai/

議
員
辞
職
に
つ
い
て

・�

笹
岡
ゆ
う
こ
議
員
（
み
ら
い
の
ム
サ
シ
ノ
）
が
令
和
五
年
十
一

月
三
十
日
付
で
議
員
を
辞
職
し
ま
し
た
。

・�

小
美
濃
安
弘
議
員
（
自
由
民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ
）
が
令
和
五
年

十
二
月
五
日
付
で
議
員
を
辞
職
し
ま
し
た
。

�

所
属
会
派
の
変
更
に
つ
い
て

・�

み
ら
い
の
ム
サ
シ
ノ
が
会
派
要
件
を
満
た
さ
な
く
な
っ
た
た
め
、

さ
こ
う
も
み
議
員
が
十
二
月
一
日
付
で
会
派
に
属
さ
な
い
議
員

に
な
り
ま
し
た
。

・�

山
崎
た
か
し
議
員
が
十
二
月
二
十
五
日
付
で
自
由
民
主
・
市
民

ク
ラ
ブ
に
所
属
し
ま
し
た
。

・�

さ
こ
う
も
み
議
員
と
山
本
ひ
と
み
議
員
が
十
二
月
二
十
六
日
付

で
新
し
い
会
派
、
無
所
属
む
さ
し
の
を
結
成
し
ま
し
た
。

・�

菅 

源
太
郎
議
員
が
十
二
月
二
十
八
日
付
で
立
憲
民
主
ネ
ッ
ト
に

所
属
し
ま
し
た
。

�

総
務
委
員
会
、
文
教
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
、
特
別

委
員
会
、
議
会
広
報
委
員
会
委
員
等
の
変
更
等
に
つ
い
て

議
員
辞
職
お
よ
び
そ
れ
に
伴
う
各
会
派
の
比
率
変
更
等
に
よ
り
、

以
下
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。
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教
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出
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太
郎
議
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一
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五
日
付
）

《
議
会
運
営
委
員
会
》�

�
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選
出
）
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武
議
員
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和
五
年
十
二
月
七
日
付
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�

（
選
出
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西
園
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み
き
こ
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令
和
五
年
十
二
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七
日
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）

《
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環
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任
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さ
こ
う
も
み
議
員
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令
和
五
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十
二
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一
日
付
）�

�
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選
出
）
き
く
ち
由
美
子
議
員
（
令
和
五
年
十
二
月
七
日
付
）�

�

（
選
出
）
藪
原
太
郎
議
員
（
令
和
五
年
十
二
月
七
日
付
）�

�

（
委
員
長
就
任
）
深
田
貴
美
子
議
員
（
令
和
五
年
十
二
月
八
日
付
）

《
議
会
広
報
委
員
会
》�

�

（
辞
任
）
さ
こ
う
も
み
議
員
（
令
和
五
年
十
二
月
一
日
付
）�

�

（
選
出
）
蔵
野
恵
美
子
議
員
（
令
和
五
年
十
二
月
七
日
付
）�

�

（�

副
委
員
長
就
任
）
き
く
ち
由
美
子
議
員
（
令
和
五
年
十
二
月
十

五
日
付
） 市

議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

新議員の紹介

山崎　 たかし（51）
① 所属常任委員会：総務委員会
② �議会選出の各種委員等：青少年問題協議
会委員

③ 所属会派：自由民主・市民クラブ
④ �住所：緑町２－２－28　 市役所７階　 自由民
主・市民クラブ控室（中町在住）

⑤ 電話番号：080－5417－9408
⑥ Ｅ-mail：dai0928@outlook.jp
⑦ ホームページ：－

菅　 源太郎（51）
① 所属常任委員会：文教委員会
② �議会選出の各種委員等：土地開発公社評
議員

③ 所属会派：立憲民主ネット
④ 住所：中町３－８－１－718
⑤ 電話番号：090－3436－9761
⑥ Ｅ-mail：info@kangentaro.com
⑦ ホームページ:
https://kangentaro.com/

令和５年12月25日付で以下の２名が新たに武蔵野
市議会議員となりました。

二中と六中を統合した場合、生徒数は市
内で最多となり、通学距離や安全面などさ
まざまな問題が指摘されるが見解は。
大規模校は長所も短所もあると考えるが、

統合の要否は第六期長期計画・調整計画に
基づき検討するため言及は差し控える。
二中と六中の改築スケジュールを伺う。
令和６年度より二中と六中の統合の要否、

六中跡地への二小の移転を検討し、結果を
踏まえ令和７年度から改築事業に着手する。
学校プール廃止の議論があるが、プール

の学校設置と民間利用の費用比較の見解は。
施設更新の基本期間としている60年間で

見ると、総費用は大きく変わらない。

中学校改築統合ありきでなく
子ども、教育重視の計画を

本間まさよ　議員

認知症初期第1段階からの支援が重要だ
が①本市の初期段階からの活動機会提供状
況は②都の初期検診費助成導入の可能性は。
①認知症サポーターズミーティングや認

知症カフェを開催し、いきいきガーデンサ
ポーターの活動として花壇の手入れや体操
を行った②診断結果に対する心理的支援体
制の整備や認知症の正しい理解の啓発が重
要であり他市の取り組みも参考に検討する。
市民活動団体の高齢化や後継者問題等へ

の対応として、活動を紹介するホームペー
ジ作成の支援が有効と考えるが見解を伺う。
第二期市民活動促進基本計画でも課題と

されており具体的な取り組みを検討したい。

認知症初期の検診等助成や市
民活動団体の情報発信支援を

蔵野恵美子　議員

川崎市学校給食での産地偽装問題を受け、
本市の学校給食の食材検査の方法を伺う。
食材細菌検査や放射性物質検査、食品添
加物検査や動物由来ＤＮＡ検査をしている。
食材選定の指針には、生産地視察を定期

的に行い、生産者の安全への考え方を確認
するとあるが、視察先の選定基準を伺う。
生産者と顔の見える関係を築くためや、

生産地の環境の確認をする場合などに行う。
子宮頸がんワクチンは過去にも副反応被

害者家族から要望書があり、副反応リスク
が伴うという周知が必要だが見解を伺う。
要望書の内容は庁内で共有した。リスク

は市のホームページ等で周知していく。

学校給食の質を
守る取り組みを

西園寺みきこ　議員

国と都に対し、ＰＦＡＳ汚染の全面的な
実態調査と対策を求めるべきだが見解は。
都に対しては汚染実態の原因究明や対策、

市実施の調査・対策への財政支援を、国へ
は財政支援制度の創設等を要望している。
水道水だけでなく、土壌や農作物、民間

井戸も検査し、対策を求めるがいかがか。
土壌や農作物の検査方法は確立していな

い。市内にある井戸の状況把握は課題と考
えており、水質調査への支援を検討したい。
物価高騰により市民生活が大変になる中、

さらなる対策が必要と考えるが、見解は。
国の交付金を活用し、公共交通事業者運
行支援や、水道料金の値上げ抑制等を行う。
※有機フッ素化合物の総称

PFAS※汚染の実態を究明し
市民の不安に応える対策を

橋本しげき　議員

不登校防止等の観点で中学生が息抜きで
きる居場所を校内につくるべきだが見解は。
中高生世代の居場所不足は認識している。

学校と意見交換を行い、多角的に検討する。
長期休業中の学童クラブでの昼食の提供

について、給食センターからの配食弁当提
供を検討する余地があると考えるが見解は。
提供人数や設備メンテナンスの時期、職

員の勤務日程の調整等が大きな課題だ。
学校給食費無償化は府中市や23区の大多

数が決定し、東京都が経費の半額補助の方
針を示したが、実施に向け市の見解は。
東京都の補助の詳細は不明だが、新市長

の体制の中で検討、協議をしていきたい。

中学生の居場所づくりと
学校給食費無償化を進めよ

きくち由美子　議員

松下前市長は土地売買にあたり、吉祥寺
大通り東自転車駐車場売却関連以外に限定
価格で評価したことがない、初めてだと答
弁したが、本当になかったのか伺う。
一般会計に関連しては今回が初めてだ。
井戸の市有地を市民が買い戻すという平

成18年の土地取引の評価を限定価格とする
不動産鑑定の依頼書が存在するが見解は。
一般会計では限定価格での評価はなかっ

たが、本件は武蔵野市水道事業会計規程等
によって水道部内で運用されている。
一般会計でないから知らないとはおかし

い。虚偽答弁と言わざるを得ないが見解は。
訴訟で取り上げられており答弁を控える。

小林まさよし　議員

吉祥寺の土地売却が初回の限
定価格評価とは虚偽答弁では
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市議会だよりへのご意見、ご要望をお聞かせください。

議　会
事務局

ＴＥＬ ０４２２－６０－１８８３　ＦＡＸ ０４２２－５５－７５５５
メールアドレス　ofc-gikai@city.musashino.lg.jp
市議会ホームページ　https://www.city.musashino.lg.jp/shigikai/

　会派とは、市政について、同じような考えや意見を持ってい
る議員のグループで、議会活動の一つの基盤となります。
※氏名は議席番号順、電話番号は会派控室（市役所７階）の直
通電話番号です。議員の連絡先は、わたしの便利帳や市議会ホー
ムページでご確認いただくか、議会事務局にお問い合わせくだ
さい。

会派名簿

自由民主・市民クラブ� ☎６０－１８８４
道場　ひでのり　　きくち　由美子
ひがし　まり子　　小林　まさよし
木　﨑　　　剛　　山　崎　たかし
与　座　　　武　　　　　　　　　

立憲民主ネット� ☎６０－１８８９
菅　　　源太郎　　藪　原　太　郎
蔵　野　恵美子　　西園寺　みきこ
川　名　ゆうじ　　深　沢　達　也

市議会公明党� ☎６０－１８８７
大　野　あつ子　　浜　田　けい子
落　合　勝　利　　　　　　　　　

日本共産党武蔵野市議団� ☎６０－１８８８
橋　本　しげき　　三　島　杉　子
本　間　まさよ　　　　　　　　　

日本維新の会武蔵野市議団� ☎６０－１８８５
深　田　貴美子　　東　山　あきお

ワクワクはたらく� ☎６０－１８９０
宮　代　一　利　　本　多　夏　帆

無所属むさしの� ☎６０－１９４４
さこう　も　み　　山　本　ひとみ

会派に属さない議員� ☎６０－１９０９
下　田　ひろき　　　　　　　　　※会派構成が変更になりました。

■
採
択

・
武
蔵
境
コ
ス
モ
保
育
園
の
施
設
整
備
に
係
る

補
助
金
の
不
正
受
給
に
関
す
る
情
報
を
公
開

す
る
こ
と
に
関
す
る
陳
情
（
※
）

■
不
採
択

・
介
護
に
関
す
る
陳
情

■
取
下
げ

・「
住
民
投
票
制
度
に
関
す
る
有
識
者
懇
談
会
」

メ
ン
バ
ー
の
多
様
化
に
関
す
る
陳
情
（
※
）

■
継
続

・
吉
祥
寺
本
町
一
丁
目
十
七
番
街
区
開
発
事
業

者
へ
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
協
力

を
求
め
る
こ
と
に
関
す
る
陳
情
（
※
）

・
吉
祥
寺
本
町
一
丁
目
キ
ャ
バ
レ
ー
ビ
ル
建
設

の
見
直
し
を
求
め
る
こ
と
に
関
す
る
陳
情

（
※
）

・
住
民
投
票
制
度
を
め
ぐ
る
対
応
に
関
す
る
陳

情
（
※
）

（
※
）は
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
も
の
で
す
。

陳
情 

審
議
結
果

第４回定例会
【市長提出議案（２１件）】
●武蔵野市職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 �  

�  可決（全会一致）
※介護休暇について、パートナーシップ制度の相手方およびその親族を、要介護者の範囲

に追加するもの。

●武蔵野市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 �  可決（全会一致）
※育児休業について、パートナーシップ制度の相手方を対象に追加するもの。

●武蔵野市一般職の職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例 �  
�  可決（全会一致）
※遺族に対して支給する旅費について、パートナーシップ制度の相手方を、その遺族の範

囲に追加するもの。

●武蔵野市職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例 �  可決（全会一致）
※遺族に対して支給する退職手当について、パートナーシップ制度の相手方を、その遺族

の範囲に追加するもの。

●武蔵野市下水道事業基金条例を廃止する条例 �  可決（全会一致）
※下水道事業基金の積み立ての必要がなくなったため、同基金を廃止するもの。

●武蔵野市福祉型住宅管理条例の一部を改正する条例 �  可決（全会一致）
※福祉型住宅の同居資格等について、武蔵野市または東京都が実施するパートナーシップ

制度の証明を受けた者を明確に規定するもの。

●武蔵野市中小規模事業者事業資金融資あっせん条例の一部を改正する条例 �  
�  可決（全会一致）
※小口零細事業資金特別融資および小口零細事業資金一般融資について、融資あっせんの

上限額の要件を緩和するもの。

●武蔵野市市営住宅条例の一部を改正する条例 �  可決（全会一致）
※市営住宅の同居資格等について、武蔵野市または東京都が実施するパートナーシップ制

度の証明を受けた者を明確に規定するもの。

●武蔵野市水道部企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条
例 �  可決（全会一致）
※住居手当の支給要件である単身赴任手当を支給される親族の範囲や、単身赴任手当の支

給要件に、パートナーシップ制度の相手方を追加するもの。

●東京都市公平委員会を共同設置する地方公共団体の数の増加及び東京都市公平委
員会共同設置規約の変更について �  可決（全会一致）
※東京都市公平委員会を共同設置する地方公共団体に、東京たま広域資源循環組合を追加

するもの。

●非常用浄水器の買入れについて �  可決（全会一致）
※学校避難所井戸１８校に非常用浄水器を設置するもの。

●専決処分の承認を求めることについて（令和５年度武蔵野市一般会計補正予算（第
７回）） �  承認（全会一致）

●武蔵野市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例 �  
�  可決（賛成多数）
※期末手当の支給月数を改正するもの。以下の２議案も同様。

●武蔵野市特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例 �  
�  可決（賛成多数）

●武蔵野市教育委員会教育長の給与、旅費、勤務時間及びその他の勤務条件に関する
条例の一部を改正する条例 �  可決（賛成多数）

●武蔵野市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 �  
�  可決（賛成多数）
※一般職の職員の給料表を改正するほか、勤勉手当の支給月数の改正や、各種手当制度等

についてパートナーシップ制度の相手方を対象に追加するなどの改正を行うもの。

●武蔵野市手数料徴収条例の一部を改正する条例 �  可決（賛成多数）
※戸籍および除籍電子証明書提供用識別符号の発行事務に係る発行手数料の新設などを

行うもの。

●武蔵野市国民健康保険条例の一部を改正する条例 �  可決（賛成多数）
※国民健康保険税の所得割率、均等割率および課税限度額を引き上げるほか、産前産後期

間相当分の国民健康保険税を免除するなどの改正を行うもの。

●令和５年度武蔵野市一般会計補正予算（第８回） �  可決（全会一致）
●令和５年度武蔵野市介護保険事業会計補正予算（第２回） �  可決（全会一致）
●令和５年度武蔵野市水道事業会計補正予算（第１回） �  可決（全会一致）

【諮問（２件）】
●人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて（２件）�  

�  異議なし（全会一致）
※人権擁護委員に近

こん

藤
どう

和
かず

惠
え

氏および竹
たけ

澤
さわ

克
かつ

己
み

氏を再度推薦することについて、市議会の意
見を求めるもの。

議案等審議結果（議決）一覧

議案等に対する各議員の賛否結果については、市議会ホーム
ページに掲載しています。

◎傍聴の受付方法
　傍聴は、議案の審議等、市議会の活動を知るよい機会です。
お気軽にお越しください。

本会議の傍聴受付場所 市役所東棟８階の傍聴者入口

委員会の傍聴受付場所 市役所南棟７階の議会事務局

※�予約は不要ですが、定員に限りがありますので、大人数で
傍聴される際には事前にご連絡ください。また、ご希望に
応じて手話通訳者等を派遣します。手話通訳者等の派遣�
や議会の日程については、ホームページ等でご確認いただ
くか、議会事務局議事係へお問い合わせください。� �
ＴＥＬ ０４２２－６０－１８８３

傍聴のご案内

　武蔵野市長選挙が令和５年
12月24日（日曜日）に行わ
れ、小

お

美
み

濃
の

安
やす

弘
ひろ

氏が新しい武
蔵野市長に就任しました。令
和６年２月から開催予定の第
１回定例会で、新市長による
施政方針演説と、それに対す
る各会派からの代表質問が行
われる予定です。
　本会議の予定は、議会事務
局までお問い合わせください。

小小
おお

美美
みみ

濃濃
のの

安安
やすやす

弘弘
ひろひろ

氏氏 新市長に就任 新市長に就任

以下のとおり、全員協議会が開催されました。
・議会人事について（令和６年１月５日）

全員協議会

初登庁セレモニーにてあいさつ
する小美濃新市長
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